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令和８年度通常会計歳入予算の内訳
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天台宗財政シリーズ①　令和８年度歳入予算の内訳
◎歳入合計　1,182,368,000円
◎分類について
歳入予算にある款項目を①本山納金Ⅰ、②本山納金Ⅱ、③礼録、④準備資金、⑤寄付金、⑥その他の６項目
に分類。分類の内訳と性格は次のとおり。
①本山納金Ⅰ（寺院に対する義務的な納金）
a.寺院教会納金　　b.非法人寺院教会納金　　c.寺院教会冥加料
746,230,000円（a＝642,330,000円　b＝1,100,000円　c＝102,800,000円）

②本山納金Ⅱ（宗に対する僧侶の義務的な納金）
a.僧侶冥加料　　b.教師冥加料　　142,800,000円（a＝12,800,000円　b＝130,000,000円）

③礼　　録（義務ではないが地位を得るために必要不可欠な納金）
　住職礼録・教師新補礼録・教師補任礼録・得度礼録・諸礼録　　134,650,000円
④準備資金（通常会計の前年度剰余金や国債利息）
基本財産運用益繰入金収入・準備資金繰入金収入　　88,000,000円

⑤寄付金（縁故宗派や企業からの善意の寄付金と昇補条件の寄付金）
指定寄付金・特別寄付金　　26,000,000円

⑥その他（①～⑤以外の性格）
交付冥加料・延暦寺繰入金収入・授物志納金・雑収・過年度収入・災害復興支援費収納金
伝教大師最澄1200年魅力交流事業協力金　　44,688,000円

◎分類別の割合
■①本山納金Ⅰ（寺院分）：63.11％※1
■②本山納金Ⅱ（僧侶分）：12.07％※2
■③各種礼録：11.39％
■④準備資金： 7.44％
■⑤寄 付 金： 2.20％
■⑥そ の 他： 3.78％
※1　63.11％は寺院教会納金・非法人教会納金・

寺院冥加料の合計
※2　12.07％は僧侶冥加料・教師冥加料の合計
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